
C o n t e n t s

協会50周年を迎えるに
あたって

　新年あけましておめでとうございます。

平素より北海道アルバータ酪農科学技術

交流協会の事業推進につきまして、格別

のご理解、ご協力をいただき心より厚く

御礼申し上げます。

　2022年もコロナ禍で多くの制約を受け

た年でありましたが、関係者の皆様方の

多くのご協力とご支援をいただきながら

事業推進に努めてまいりました。特に２

月22日に「持続可能な農業とは～気候危

機と生物多様性の喪失～」をテーマとし

て開催した海外農業技術セミナーは大変

好評で、全国各地から多くの皆さまにご

参加いただき成功裏に終えることができ

ました。当協会のホーム

ページにはアーカイブ動

画を掲載しておりますの

で、是非ご覧ください。

　さて、酪農を取り巻く環境は、新型コ

ロナウイルス感染症拡大による牛乳・乳

製品の需要減少が続く中、ロシアのウク

ライナ侵攻や急激な円安が続き、穀物飼

料や肥料の高騰、燃料などの価格の高騰

も進んでいます。生乳生産コストが急激

に上昇しているのを受け、国・自治体の

緊急対策措置や、乳価引き上げが決まり

ましたが、生産コストは高止まりを続け、

もう一つの収入源でもある初生子牛の市

場価格が大幅に下落し、生乳の減産など、

酪農家は過去にない厳しい経営を強いら

れています。

　食料の安定的生産・供給のために、今

回のような複数の要因によるコスト高に

なった場合は時限的な緊急支援制度の構

築が必要であると考えます。今後、生乳

の生産費を考慮した乳価設定や、生産費

と販売価額の差額が補填されるような新

しい制度の設計が望まれます。また、今

後は、外的要因に起因するコスト高に対

応するために、新しい飼養管理技術の開

発が急務と考えます。国産飼料の自給率

向上のために飼料生産技術の高度化、国

産穀物飼料の生産技術の普及、休耕地や

耕作放棄地の利用促進など土地資源の効

率的利用促進、食品加工副産物の有効利

用、栄養効率の高い牛の育種改良などに

早急に取り組む必要があります。

　また、ここ数年牛乳・乳製品の消費拡

大のためのさまざまな取り組みが展開さ

れておりますが、消費は十分に戻ってい

ないのが現状です。そのため、新しい商

品開発の促進が必要であり、乳製品の優

れた機能やその魅力をソーシャルメディ

ア等のツールを活用して発信する必要が

あります。特に若い世代に好まれる乳製

品の開発、高齢者や健康維持のための有

効成分を含む製品開発をさらに進める必

要があります。一般社団法人Jミルク様

では、2022年11月30日より「20,040 み

せよう！わたしたち酪農乳業のチカラ。」

がスタートしています。年末年始から

ＧＷかけて、生乳の需給緩和が予断を許

さない状況であり、日本にある酪農乳業

関係の組織が20,040以上あることから、

この先の日本の酪農と国産の牛乳・乳製

品を守るため、それぞれの組織で、全て

の役職員自らが、牛乳・乳製品の購入量

をふやそうという運動です。

　私を含め、当協会も微力ながらわが国

の酪農の持続的発展と次世代につなぐ交

流事業をめざして努力してまいります。

　皆さまのお支えにより当協会は50周年

の節目を迎えます。次の50年へ向けた第

一歩となる本年も、引き続きより一層の

ご支援とご協力をお願い申し上げます。

北海道アルバータ酪農科学技術交流協会

会長　谷山　弘行
（学校法人酪農学園　理事長）
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アルバータ州議会議長
ご訪問

　９月29日、カナダ・アルバータ州議会

からネイサン・クーパー議長はじめ３名

の方が当協会を訪問されました。当日は

北海道議会から笠井龍司議員などが同行

され、会長の谷山弘行、堂地修理事（酪

農学園大学学長）、西田丈夫理事（学校法

人酪農学園常務理事）、亀岡笑理事（社会

連携センター副センター長）などを交え

て懇談しました。

　まずご来訪のお礼と協会のあゆみにつ

いて、特にアルバータ州Olds College（酪

農学園大学の学術交流協定校）へのこれ

までの学生派遣について会長から紹介し、

今後の同州との交流についてご支援いた

だきたいと挨拶いたしました。

　堂地理事からは協会の活動について説

明いたしました。クーパー議長はOlds 

Collegeのあるオールズ地区を含む選挙

区からの選出であることから、両大学の

交流やこれまでの協会活動に非常に関心

を持ってくださり、アルバータ州の農業

や学生の研修についてなど活発に意見を

交換することができました。カナダで肉

牛の農業研修を希望している学生の受け

入れ農場を探していることをお伝えする

と、クーパー議長からもぜひ協力したい

というお話をいただくことができました。

　昼食にはどんぐりと酪農学園大学の学

生が共同で企画開発したパンや、大学の

健土健民牛乳とアイスクリームなどを召

し上がっていただきながら、2019年度ア

ルバータ大学夏季研修プログラムに参加

した獣医学類６年下岡誠さんも交えて和

やかに懇談しました。

　昼食後は大学内の施設をご案内し、附

属動物医療センターでは各施設を回りな

がら大田寛医療センター長から直接ご説

明いただきました。アルバータ州議会

にはHansardという猫がいるそうで、

Hansardが議会の席や錫杖などと一緒に

写った写真をクーパー議長に見せていた

だきながら、診療中の動物の様子やセン

ターの医療設備などを見学しました。

　元野幌にある大学の肉畜生産ステー

ションでは、2020年度アルバータ大学オ

ンライン留学プログラムに参加した酪農

学研究科博士課程１年片岡妃奈さんから

農場についての説明があり、元野幌農場

で飼育されている肉牛を学生たちが柵の

近くまで引いてきました。また大学と北

海道コカ・コーラボトリング（連携協定

を締結）とで取り組んでいるエコフィー

ドについて紹介いたしました。アルバー

タ州は畜産業が盛んであることから、農

場での取り組みや牛の説明などを真剣に

聞かれている様子が印象的でした。視察

の最中には晴れ間も見え、早秋の爽やか

な風が感じられる中、ご訪問を終えられ

ました。

　当協会が本年創立50周年の節目を迎え

ることに先立ち、クーパー議長から直々

にお祝いの書簡をいただきました。今回

のご訪問を通して今後のアルバータ州と

の交流がより一層活発になることを大い

に期待し、これからも協会活動を進めて

まいります。

⃝ 2023年に開催する50周年記念事業の開催
　�６月に50周年記念式典を開催します。

⃝ 第16回全日本ホルスタイン共進会への協賛
　�2025年10月に北海道で開催される全日本ホルスタイン共進会に協賛し、海外農業技術セミナー等の
検討、準備をいたします。

お知らせ
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農食環境学群	
環境共生学類	
３年

林
はやし

　　優
ゆ う な

奈

1 アルバータ大学夏季研修プログラム報告（抜粋）

留学報告会・奨学金授与式
　７月21日（木）、酪農学園本館にて「2022

年度　佐藤貢・雪印乳業－酪農学園・ア

ルバータ大学奨学金授与式」が執り行わ

れました。

　会長から「カナダでの経験を後輩にも繋

げてほしい」という挨拶とともに、奨学生

一人ひとりに奨学金が授与されました。

　その後、奨学生が一人ずつ今回のプロ

グラムに対する抱負を英語で述べました。

「コロナ禍で何もできなかったのでチャン

スを逃したくなかった」「自分の可能性を

見つけたい」「海外の酪農や牛の育て方を

学びたい」「教師になるために頑張りたい」

などの抱負が述べられました。最後に堂

地理事と、髙山事務局長から「たくさん

の経験をして充実した時間を過ごしてほ

しい」「英語に自信が無くても、恥ずかし

がらずにとにかく伝えたいという気持ち

をもって接すれば必ず伝わるから頑張っ

てほしい」という激励のことばがあり、

授与式が終了しました。夏季研修プログ

ラムの林さんは８月31日から９月30日ま

での約１か月間、海外農業研修サポート

プログラムの阿部さんは８月２日から10

月14日まで研修に参加し、それぞれ無事

に帰国しました。島本さんは2023年２月

～３月に約１か月間、研修に参加する予

定です。

１．プログラムに参加した目的・背景
　今年のアルバータ大学夏季研修プログ

ラムはコロナウイルスの蔓延により実に

３年ぶりの開催となった。私は去年アル

バータ大学夏季オンラインプログラムに

参加し、留学に対する興味がより大きな

ものとなった。この夏季研修プログラム

に参加を決意したのは両親からの助言で

ある。留学をしたい旨を伝えると、休学

をしないことを条件に快く賛同してくれ

た。酪農学園大学で実施している留学プ

ログラムで休学する必要のない短期開催

のものが今回参加したもののみであった

こと、来年になれば就職活動や卒業論文

作成で夏季休暇が多忙であることが予想

されることから今回このプログラムに参

加した。

　このプログラムにおいて、去年オンラ

インで学んだことを体感するとともに英

語を使ったコミュニケーションに挑戦す

ることが目的であった。また、英語を学

ぶ中で楽しむことを最も重要

視した。

２．プログラムの内容
　このプログラムには日本か

ら酪農学園大学・中部大学・明治薬科大

学・千葉大学の学生が参加していた。プ

ログラムは大きく午前と午後で分かれて

おり、午前中は座学であった。クラスは全

部で２種類あり、Communication Skills 

for Global Citizenship（CSGC）クラスと

English for Academic Purposes（EAP）

クラスである。このクラスは渡航前に受

験するテストの結果により振り分けられ、

私はCSGCクラスに所属した。私のクラ

スは男子６名、女子８名の計14人で、全

アルバータ大学夏季研修
プログラム（20万円） 農食環境学群 環境共生学類 ３年 林　　　優　奈

海外農業研修サポート
プログラム（20万円）

農食環境学群 循 環 農 学 類 ４年 阿　部　翔　希
農食環境学群 循 環 農 学 類 ３年 島　本　る　り

アルバータ大学オンライン
留学プログラム夏季（5万円）

農食環境学群 環境共生学類 ２年 佐々木　慶　門
獣 医 学 群 獣 医 学 類 ２年 森　　　冬姫子

平日
午前 CSGCクラス

午後
火曜・木曜 コミュニケーションクラス

月曜・水曜・金曜 観光ツアー

休日 休み

佐藤貢・雪印乳業–酪農学園・
アルバータ大学奨学金

今
年
度
の
　
　

奨
学
金
受
給
者
［５名］

※ これから研修に出かける予定の島本るりさんの報告は、後日協会ホームページ上で紹介いたしますのでお楽しみに。
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員が日本人のクラスだった。授業期間は

９月１日から28日の一か月であった。授

業は平日の８時30分から12時30分まで

で、小休憩として10時30分から30分間の

休憩時間が設けられていた。

　午後は学校主催のコミュニケーション

クラスに参加したり、大学周辺のツアー

に参加した。大学の周辺には多くの観光

スポットがあり、このツアーでは日本か

らの留学生が全員参加していたため他ク

ラスとの交流もできた。

▶ 午前
　授業内容はカナダの文化・先住民族・

多言語主義や多文化主義など、カナダに

ちなんだものをグループワーク形式で学

んだ。私のクラスを担当してくれたのは

Andrew先生だった。Andrewを中心に

授業はすべて英語で展開され、研修が始

まった当初はつい日本語で議論してしま

う時もあったものの、研修終盤では日本

人同士でもお互いに英語で議論を展開す

るようになっていた。授業はリスニング

テストやスピーキングテストがあり、教

科書や配布用紙もすべて英語で書かれて

いるため、リーディング能力も磨くこと

ができる。また、リフレクションジャー

ナルというその日の授業を振り返るため

の宿題を提出すると、Andrewがそれを

添削して返却してくれる。このようにし

て、すべての英語に必要とされる能力を

伸ばすことのできる授業が展開されてい

た。たまにもう一クラスのCSGCの生徒

たちと合同で授業をすることもあり、と

ても楽しく英語を学ぶ環境が整備されて

いた。

▶ 午後
　火曜日と木曜日にはStudent Engagement 

Center（SEC） 主 催 の コ ミ ュ ニ ケ ー

ションクラスが開催された（木曜日は

任意参加）。このクラスではCSGCクラ

ス、EAPクラス、そしてボランティア

の人が参加しており、ほとんど初対面の

人と英語で自分自身のことについてお互

いに話し合い、多くの人と仲良くなれる

機会になった。参加者のほとんどは日本

人だったものの、年齢層も様々で中国か

らの高校生の参加者もいた。最終日には

Farewell Partyもあり、明治薬科大学男

子大学生、明治薬科大学女子大学生およ

び酪農学園大学大学生、そして千葉大学

生の３グループに分かれてそれぞれ出し

物を披露した。歌を歌うグループや踊り

を発表したグループもあり、私は『ウォー

リーを探せ』のように写真の中に隠した

アイテムを見つけてもらうゲームをした。

その際には無料の食事もあり、多くの人

が飲食や談笑を楽しんでいた。

　月曜日、水曜日、金曜日は学校主催の

観光ツアーがあった。コーンメイズとい

うトウモロコシ畑の迷路に行く日もあれ

ば、少数のグループになって学内ツアー

に行き、みんなで協力して出されたお題

をクリアするといったものもあった。そ

の他にもアルバータ州議事堂の内覧ツ

アーの参加、Funicular and Tawatina

というゴンドラへの乗車とサスカチュワ

ン川の観察、任意ではあったもののラザ

フォードハウスにも訪れた。サスカチュ

ワン川に行ったとき、野生のビーバーが

泳いでいるところも見ることができ、と

ても有意義な時間を過ごせた。このアク

ティビティは間違いなく私の記憶に一生

残るものとなった。この多くの観光ツアー

を通して、日本では体験しえない貴重な

体験を多く経験することができた。

▶ 放課後
　午後に観光ツアーがあるとは言え、た

いていのツアーは16時には終了してい

た。９月のカナダの日落ちは19時30分

ごろであるため、観光ツアーが終わっ

た後でも買い物など友達だけで周辺の

モールに立ち寄るには十分な時間があっ

た。大学はEnterprise Square Station

にあり、私はそこから地下鉄に乗って

Century Park Stationに 行 く。 そ の

後、Millwood行きのバスに乗ってホー

ムステイ先まで片道約50分をかけて通っ

て い た。 帰 路 に はSouthgate Station

という駅があり、そこにはサウスゲート

モールという日本でいうイオンモールの

ようなショッピングセンターがあった。

大きすぎず小さすぎないその施設は私が

エドモントンに滞在していた際に最も訪

れた場所であり、お気に入りの買い物ス

ポットでもある。私はそこで初めてTim 

Hortonsというカナダで有名なカフェに

友人と行き、Iced Cupというコーヒー

フロートのようなものを飲んだ。Tim 

Hortonsで は 多

くの種類のドーナ

ツが販売されてお

り、コーヒーも約

１ドルで購入でき

る。カナダで最も

愛されている飲

食店の一つといっても過言ではないだろ

う。大学のメインキャンパスにはSUBと

HUBといわれるモールのようなものがあ

り、お土産屋さんや飲食店も多くあり、多

くのアルバータ大学生から愛されていた。

　これら以外にもホームズ・パブという

酒場に行き、複数人で飲酒も楽しんだ。

カナダで飲酒をする際はパスポートの提

示が必須である。また、支払いの際には

チップを支払う必要があるため、注意が

必要である。カナダで支払うチップの相

場として、平均的なものは総額の15％で

ある。とても良いサービスだった場合は

それ以上支払う。チップはカナダの文化

の一つであり、実際に留学したからこそ

体験できたことである。

　買い物以外にも、景観観光も楽しんだ。

午後の観光ツアーでも行ったことはある

ものの、アルバータ州議事堂は私のお気

に入りのスポットである。近くに公園も

多くあり、州議事堂の裏にある広場では

日光浴をする人や散歩・ジョギングをす

る人が見られた。また、５分に３匹くら

いの頻度でリスを見ることもできた。

３．夏季研修を通して
　この夏季研修プログラムを通して、オ

ンライン留学の時には得られなかった経

験をすることができた。先述したチップ

はもちろん、授業以外の場面で誰かに英

語で質問するという状況は日本ではなか

なか出会えない。日本とカナダの違いを

発見するのも私にとってはとても楽しく、

カナダにいる間は毎日が新鮮で見るもの

すべてが美しく見えた。このプログラム

で私は当初の目的である楽しく英語でコ

ミュニケーションをとることができた。

もちろん楽しいことばかりではなかった。

下町は浮浪者の方も多くいたため絡まれ

るなど怖い目にあうこともあったが、そ

れでもいいことのほうが格段に多かった。

そのほかにも自分の英語では通じないこ

ともありもどかしい気持ちになることや
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農食環境学群	
循環農学類	
４年

阿
あ べ

部　翔
しょうき

希

初めに
　私は４年生の夏休み中の2022年８月

２日から2022年10月12日までの71日間

カナダのケベック州カプサンテにある

Ferme Jacobs（ジェイコブス牧場）で

実習をさせて頂きました。

　この研修プログラムに参加しようと

思った理由は自分は将来、父を越える酪

農経営を目指す為に参加しました。より

良い経営を目指す為に高校の時から校外

学習をしてきましたが、日本の酪農だけ

でなく海外ではどんな酪農経営をしてい

るか知りたくまた、私は共進会が好きで

カナダでは共進会に力を入れている牧場

もたくさんあり牛作りの仕方や毛刈りの

仕方、リード等を基礎から学んでみたい

と思い今回のプログラムに参加しました。

実習先
　私の実習先であるジェイコブス牧場は

EX牛50頭も排出している世界でもとても

有名な牧場で130頭の繫ぎ牛舎と2020年

の秋に新たにロボット牛舎が完成し現在

は、ロボット台数６台で230頭の搾乳牛

を搾っていました。そして私が実習しに

行った時から分娩頭数がとても多く哺育

頭数が多い時で56頭いました。飼料は購

入ではなく全て自家産で、隣の牧場では、

家族４人（経営者のイザベル、弟のヤン、

両親２人）と従業員10人のうちカナダ人

２人、スイス人１人、グアテマラ人６人、

日本人１人の計14人で働いていました。

このうちフルで仕事をしていたのは11人

で、イザベルと両親は人手が足りない時

の子牛の哺乳や、機械での仕事や事務仕

事を主にしていました。

　月曜日から土曜日までが上記の仕事の

流れで、日曜日は仕事が休みでした。休

みの日はグアテマラ人の家に行って美味

しいご飯を食べたり、一緒に音楽を聴い

たり、トランプで遊んだりと楽しい生活

を送っていました。

Jacobsセール
　８月18日にジェイコブス牧場で136頭

の育成牛から経産牛までの素晴らしい牛

達のセールが行われました。私がケベッ

クに着いた前日からセールの準備が始

まっていて朝から牛洗いを行い136頭、洗

剤をブラシで擦り汚れを落としました。

１日最高でも５頭しか洗ったことがな

かったので20頭くらいから手が腱鞘炎に

なり、後半は握る力もあまり有りません

でしたが、手の握力を鍛えるためにはと

ても勉強になりました。セールの１週間

前にはアメリカから毛刈り職人さんを10

名以上招き、私は一緒に毛刈り職人さん

と136頭毛刈りしました。今回の研修で学

びたかった毛刈りをすることができると

なってとても心の底から嬉しい気持ちに

なり、絶対上手くなって牧場の人に認め

てもらえるようになりたいと思い１日１

日を大事に過ごしました。最初は、主に

足と頭しか刈らせてもらえませんでした。

自分から体の刈り方や背中のトップの作

り方をやらないと上手くはなれないと思

いましたが、英語で話すことに自信がな

く最初は戸惑いもありました。そこで迷っ

ていたらこれから絶対成長出来ないと思

い、職人さんに思い切って体と背中のトッ

プラインの毛刈りをしてもいいですかと

聞いたら、やっていいよと言って頂きと

ても嬉しかったです。その職人さんがもっ

と早く言ってくれればやらせてあげたよ

と言ってくれて、あの時もっと早くに言っ

ていればたくさんの牛の背中のトップラ

インを作ることができたので少し悔いが

残っています。最初に体の刈り方と背中

のトップラインを作るときに職人さんと

一緒にやりながら丁寧に教えていただき、

毛が寝た状態では刈り残しができるため、

あらかじめトップラインの毛はドライ

ヤーとブラシを使用し立てます。体はブ

ラシで毛を立てながら毛刈りを行い、刈

り残しを無くします。

　肋骨・横突起が鮮明に見えるように、

ブラシで毛を逆立てながら下から上へ肋

骨に沿って、 ゆっくり長いストロークで刈

ります。

　刈り残しは牛体の皮膚を引っ張りなが

ら刈り、トップラインの両サイドは毛を

残しておきます。浅く開張の無い中躯は

毛を立て、より充実したように見せ毛を

刈り揃そろえます。

　充実した中躯は鮮明に見えるようにバ

ランスを見ながら毛を刈り、毛を肋と馴

染ませる場合はバリカンの刈り高を調節

し刈りすぎに注意して毛を刈ることがで

きました。終わった際には職人さんから、

とても上手だよと言って頂き日本に帰っ

たら間違いなく一番の毛刈りになれると

まで言って頂きました。その為には今よ

悲しくなる時もあった。しかし、そのよ

うな時でもカナダの人たちの多くは一生

懸命何を言っているのか聞き取ろうとし

てくれた。そのような姿勢もとてもうれ

しく、カナダの国民性に何度も救われた。

このプログラムに参加して私はカナダが

より一層好きになった。１か月という期

間は英語を学ぶには短すぎたが、カナダ

を好きになるには十分すぎる時間だった。

この経験を通して、私もカナダの人のよ

うに誰に対してもおおらかな対応のでき

る人になりたいと思った。また、英語で

コミュニケーションをとることの楽しさ

を学び、英語が好きになった。留学前に

比べ、リスニングなどの英語に関する能

力が少しは良くなったように思う。自分

自身で成長を感じることができるのも留

学の醍醐味の一つだと感じる。もし、短

期でもいいから留学に行ってみたい人や

留学に少しでも興味のある人はぜひこの

プログラムに参加してほしいと思う。こ

の報告書には書ききれないほどの多くの

経験をすることができる。

2 海外農業研修サポートプログラム報告（抜粋）
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りももっと上手くならないといけないと

思い心の中でとても熱くなっていました。

今まではただ毛刈りをしていたので、牛

１頭１頭背中が緩い牛、足の長い牛と特

徴の牛がいるので、外から見てどのよう

に毛刈りしたら相手の人がこの牛を選ん

でくれるかを常に考えながら毛刈りをす

ることができ、一つ成長ができたのでよ

かったです。

　毛刈り後には、みんなで夕食を食べた

くさんの人達と交流し話し合いました。

実家は酪農家なの？牛何頭飼ってるの？

共進会はやってるの？など向こうの人か

らたくさんの質問を何とか英語で返すこ

とができました。カナダ人、アメリカ人

の人達と自然に話していくうちにとても

フレンドリーだと思い私も自然と楽しく

話せていたので正直驚きましたし、あっ

という間に１日が終わっていたので時間

が経つのが早いと感じました。

　８月18日セール当日を迎えカナダ、ア

メリカのたくさんの牧場の人達が、会場

まで足を運んでくださりいい牛を買いに

来ていました。当日自分の役割は、牛が

汚くならないようにひたすら糞取りをし

ていました。牛を綺麗に見せる為にもと

ても重要な仕事を任されました。汚れて

いた場合は水ブラシで擦って汚れを落

としました。セールの会場は大きなテン

トの中でやりますので、そこで牛を１頭

から２頭ずつでセールを行います。手が

空いたら繋ぎ牛舎から経産牛を持ってき

て会場の近くで背中のトップラインを作

るのを見て勉強したりしていました。休

憩時間のときには会場に行き自分が気に

なっていた牛がいくらで売られるのか観

察していました。117番のユニクス×ブロ

ウカウを掛け合わせた育成牛が１頭800万

円で落札されました。とても驚きました

し日本では育成牛でこんな値段で売れた

ことはないと思うので正直鳥肌が立ちま

した。気になっている牛以外でも他の牛

も高額で落札されていたので一般の人に

質問してみたらJacobsの牛はとても価値

があり将来買った牛で採卵したりし、共

進会で使えて上位入賞もあると話してく

ださっていたので、改めて私はすごい牧

場で実習させて頂いていると思い、もっ

とこの牧場の一員になれるように頑張り

たいと思いました。

まとめ
　カナダでの実習は最初緊張していて上

手くコミュニケーションを取っていける

か不安でしたが楽しく、グアテマラ人

と牛舎で会う時はハイタッチしたり手を

振って挨拶して来たりしてとても面白く

沢山の事を学ぶことができました。ヤン

には最初はなかなか名前を覚えてもらえ

なくメンタル的にも少ししんどかったで

すが、後半ちゃんと名前で呼んでもらえ

てとても嬉しくガッツポーズするくらい

嬉しかったです。また牧場にも来てねと

言ってくださりとても嬉しかったです。

英語は少し聞き取れるようにはなりまし

たが、フランス語とスペイン語はあまり

分かりませんでした。もし次カナダに行

くことになれば必要になってくるので少

し勉強してみようと思いました。そして

ヤンは、来年の春北海道の共進会の審査

員に決まり元気な姿でまた必ず会おうと

握手を交わしました。

　最後に素晴らしい経験をできたのはこ

のような機会をくださった北海道アル

バータ酪農科学技術交流協会の皆様、カ

ナダに行くにあたって事前講習や準備を

してくださった国際交流課の皆様、実習

を受け入れてくださったFerme Jacobs

の皆様、この研修に関わって下さった全

ての人に感謝したいです。本当にありが

とうございました。

農食環境学群	
環境共生学類	
２年

佐
さ さ き

々木　慶
け い と

門

オンライン留学プログラム受講前
　私は元々外国にとても興味がありまし

た。父がよく海外に出張に行ったり、母

もアメリカにホームステイをしたことが

あったりして、子供の時から海外は良い

という話を聞かされていた事も影響して

いると思います。（一種の洗脳かもしれま

せん。笑）

　その為少しずつですが英語の勉強を続

けていました。そんな折、国際交流課か

らアルバータ大学のオンライン留学プロ

グラムのお話を聞き、受講する運びとな

りました。実際にカナダに渡航するプロ

グラムと迷ったのですが、今年実際にカ

ナダに留学されている先輩も去年オンラ

インプログラムを受けていて、良かった

と感じたから今年は実際に行くことにし

たというお話や授業自体はカナダで受け

る授業と変わらないと伺ったのでオンラ

インプログラムを申し込んでみました。

オンライン留学プログラムの内容
　授業は学生８人、先生１人でzoomを

使って行われました。

　毎日、SDGsやカナダと日本の違い

（初対面の人同士でどこまで相手のことに

ついて尋ねて良いか？）など様々なテー

マに沿って授業が進められました。僕が

感じたこの授業のポイントはそのテーマ

の内容というよりも授業の形式です。そ

れは授業の半分は自分が英語で喋ってい

て、もう半分は英語を聞いているという

SpeakingとListening中心の授業であっ

たということです。今までの学校でなさ

れていた日本人の先生から英語を日本語

3 アルバータ大学オンライン留学プログラム報告（抜粋）
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獣医学群	
獣医学類	
２年

森
もり

　冬
と き こ

姫子

　ずっと夢見ていた留学ですが、夢に見

ていただけでした。自分の英語力に不安

を感じ、踏み切れずにいました。そこで

オンライン留学を通して少しでも英語に

慣れ、英語を話すことに対する抵抗を無

くしたいと思い、このプログラムへの参

加を決意しました。

　参加申し込みをした時は英語を話せる

ようになってやるぞとやる気でいっぱい

でしたが、実際にプログラムが始まる１

週間前くらいからは不安でいっぱいでし

た。オンラインで知らない人たちと英語

で授業を受けること、ただ授業を受ける

だけではなく自分の意見を発表したりク

ラスメートと英語で意見交換をしたりす

ることに対して、そのような経験がなかっ

たこともあり、自分にそんなことができ

るのだろうかとどんどん心配が広がって

いきました。ですが実際始まってみたら

先生はわかりやすいように聞き取りやす

いようにゆっくり英語を喋ってくれたし、

同じクラスの人は自分と同じくらいのレ

ベルなので頑張ろうと思えました。

　10日間で構成されるこのクラスでは、

カナダの食事や文化、自然について知り

日本との違いや共通点を探したり、SDGs

について考え自分の意見を発表し意見交

換をしたりしました。初日はやはり緊張

して少ししか喋れなかったのでだいぶ落

ち込みました。ですが、毎日みんなと顔

を合わせ少しずつ自分の考え、意見を発

表していくうちに話しやすくなっていき、

次第に英語で話すことへの恥ずかしさや

抵抗が少なくなっていきました。授業後

のreflectionと次の授業の予習により毎日

リスニング、リーディング、ライティン

グに必然的に取り組んでいました。それ

によって今までは頭の中でごちゃごちゃ

していた伝えたいことが、英語でスッキ

リ簡単な文章に組み立てられるように

なっていきました。

　授業では、全体で発表し合う時と2～4

人の小グループに分かれて意見交換をす

る時がありました。小グループで話して

いるときは、『さっきの質問ってどういう

意味だろう？』とか『わたしたち何をし

たらいいのかな？』という会話も（英語

ですが）時々あって、一緒に確認し合い

ながら課題に取り組んでいました。また

『How about you?』と聞いてくれるこ

とが多く自分の意見を言いやすい環境で

あったし、自分も他の人に意見を促すよ

うにできたのでお互いに思ったことをど

んどん喋って、笑ったり驚いたり共感し

あったりとても楽しかったです。授業中

に知らない単語が出てきたらそれはどう

いう意味なのか質問したり、その単語に

ついて英語で説明してもらってなんとな

く理解していったり、ボキャブラリーが

どんどん増えていく感じが爽快でとても

楽しかったです。水曜日と金曜日の午後

１時から１時間だけ、カナダについてゲー

ムを通して学んだり、カナダの行ってみ

たいところや見てみたいものについて語

り合ったりする時間もあり、授業とは別

のリラックスしながらも英語に触れてい

られる時間で楽しくカナダについて英語

で学ぶことができました。

　２週間という長すぎず短すぎない期間で

気軽に英語を学べるとてもいい機会となり

ました。今回はオンラインで個人的には様

子を見ながらのスタートをしてしまいまし

たが最終的に参加してよかったと心から思

います。そして実際に自分の目で現地を見

て肌で英語を感じて経験できる留学に行

きたいという思いが強くなりました。

で教わり、内容はReading中心という授

業とは全くの逆でとても刺激的でした。

　具体的には、ある質問についての答え

を学生３人で話し合い意見交換し、考え

をまとめ代表者が皆に向けて発表したり、

設定されたシチュエーションで２人組で

役になりきりながら会話をしていくもの、

ある英語の動画を見てから質問に答えて

いくものなどがありました。

学生について
　全員日本人でしたが、他大学の学生で

とても刺激になりました。工学や建築、

医療を学んでいる人など様々でしたが、

皆英語を上達したいという目的意識は共

通だったので仲良くなりやすかったかな

と思います。よく、留学先で同じ留学生

の日本人と一緒にいると英語が上達しな

いなどというお話を聞きますが、「英語し

かしゃべってはいけない」というルール

があれば日本人同士でも勉強になるんだ

なと思いました。中には発音が流暢な人

などもいて負けたくない！という競争心

を得ることも出来ました。

先生について
　セルビアさんというアルバータ大学の

大学院で言語を勉強されている方が先生

でした。

　僕が英語で冗談を言ったりした時は必

ず笑ってくれて、それがとても嬉しかった

事を覚えています。他の学生が発言する

ときも朗らかな笑みで見守って下さって

いました。彼女はイタリア出身ということ

で、イタリアとカナダの違いまでお教え下

さって、両方の国の事について知れたこと

はとても良い経験になったと思います。

オンライン留学プログラムを終えて
　Reading以外の能力を重点的に鍛える

ことができたと思います。先生はネイティ

ブの先生なので英語が早くて聞き取るの

に苦労したこともありますが、少しでも

言っていることを理解しようという気持

ちで必死に耳を傾けました。また皆が英

語を伸ばしたいと考えていた為、英語を

話すことが恥ずかしいと感じることは少

なく、間違いを恐れずにたくさん話すこ

とができました。欧米の授業スタイルで

ある意見交換や自ら考え発言していく授

業は、眠くならずにあっという間に授業

が終わった感覚でとても楽しかったです。

　今回学んだことを生かしてこれからも

英語を勉強していきたいと思います。
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定期総会・役員一覧・会費等

2022年度　役員一覧（2022年10月3日現在）

第50回定期総会と奨学生報告会の開催

役　職 氏 名 所 属 備 考
名誉会長 鈴木　直道 北海道知事
顧　　問 宮田　　大 北海道 農政部長
会　　長 谷山　弘行 学校法人酪農学園 理事長

副  会  長
笠松　宏一 雪印種苗株式会社 代表取締役社長
町村　　均 株式会社町村農場 代表取締役
幸田　幸弘 株式会社丹波屋 代表取締役会長

常任理事 𠮷中　厚裕 学校法人酪農学園社会連携センター センター長

理　　事

戸邉　誠司 雪印メグミルク株式会社 酪農総合研究所所長
山口　哲朗 北海道ホルスタイン農業協同組合 代表理事組合長
檜尾　康知 日本酪農青年研究連盟 委員長
土門　幸男 一般社団法人ジェネティクス北海道 常任理事
村山　昭二 元とわの森三愛高等学校 校長
安宅　一夫 酪農学園大学 名誉教授
髙橋　　茂 元酪農学園大学 教授
清澤　城次 とわの森三愛高等学校 校長
西田　丈夫 学校法人酪農学園 常務理事
堂地　　修 酪農学園大学 学長
亀岡　　笑 学校法人酪農学園社会連携センター 副センター長

監　　事
吉田　陽平 学校法人酪農学園 財務課長
前田　　悟 雪印種苗株式会社 経理部長

参　　与

齋藤　浩哉 雪印メグミルク株式会社 北海道本部副本部長
野　　英二 酪農学園大学同窓会校友会 会長
古川　豊記 酪農学園大学短期大学部同窓会 会長
園田　高広 農食環境学群 学群長
及川　　伸 獣医学群 学群長
井上　誠司 農食環境学群　循環農学類 学類長
金田　　勇 農食環境学群　食と健康学類 学類長
中谷　暢丈 農食環境学群　環境共生学類 学類長
樋口　豪紀 獣医学群　獣医学類 学類長
川添　敏弘 獣医学群　獣医保健看護学類 学類長

　2022年10月３日（月）第50回総会を酪

農学園本館にて開催いたしました（本総

会に先立ち今年度理事会は書面にて実施

されました）。

　総会において2021年度の事業報告及び

決算、2022年度の事業計画及び予算、役

員改選について審議され、全ての議案が

承認されました。新型コロナウイルス感

染症の拡大により対面での実施が中断し

ていましたが、３年ぶりに対面での総会

を実施することができました。

　総会終了後、2021度当協会からの奨学

金を得てアルバータ大学のオンライン留

学プログラムに参加した学生の留学報告

会を実施しました。３年ぶりとなる対面

での報告会となり、学生たちは緊張した

面持ちではあったものの、オンラインで

の留学体験について報告しました。オン

ラインでの英語コミュニケーションの難

しさ、それぞれわからないことがあった

時にどのように解決したか、どのように

勉強方法を工夫したかなどを発表しまし

た。正しい英語の使い方やオンラインで

の英語ディスカッションなど、その後の

大学生活にもこの留学経験が活かされて

いる様子が伝わってきました。

❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖  ❖

◦ 第１号議案：2021年度　事業報告ならびに収支決算について

◦ 第２号議案：2022年度　事業報告ならびに収支予算（案）について

◦ 第３号議案：役員の改選について

会費（2022年11月30日現在）
誠にありがとうございます。
感謝をもってご報告申し上げます。
 （敬称略・順不同）

【団体会費】
  ・一般社団法人北海道酪農協会
  ・北海道ホルスタイン農業協同組合
  ・株式会社町村農場
  ・雪印種苗株式会社
  ・雪印メグミルク株式会社
  ・学校法人酪農学園　 （以上６件）

【個人会費】
  ・小野　信次　  ・相澤　　親
  ・青野　芳樹　  ・五十嵐広司
  ・千葉　喜好　  ・加藤　寛治
  ・加藤　源祐　  ・宿田　成宏
  ・泉澤　章彦　  ・長井　信之
  ・伊藤　　智　  ・金曽　英俊
  ・飛田　喜作　  ・高野　晃三
  ・梅岡　一博　  ・永谷　芳晴
  （以上16名）

2022年度会費の納入について
　2022年度個人会費未納の方は、以下の
いずれかの方法で納入にご協力ください。
▶ 年間会費：3,000円
▶ 郵便振替（ 郵便局の払込取扱票でお払い込みください）

　口座番号：０２７８０－９－２３１３１
　加入者名： 北海道アルバータ酪農科学

技術交流協会
▶ 銀行振込（ 以下の口座にお振込みください）

　銀  行  名：北海道銀行　大麻支店
　口座種類：普通　
　口座番号：０１０２５７５
　加入者名： 北海道アルバータ酪農科学技

術交流協会　会長　谷山弘行
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